
｢解説」

九重火山の地形・地質，火山活動に関する文献目録

本文献目録は，九州中北部に位置する九重

火山の火山災害予測図（ハザードマップ）作

成の基礎資料として，地形・地質，火山活動

等に関する既存資料の収集・整理を行った結

果をまとめたものである．

本目録作成に当たっては，学術雑誌，調査

報告書，学術書，一般普及書などから，九重

火山に直接関わりのある文献や比較的まとまっ

た記述がある文献などを中心に選定し，著者

名（アルファベット）順に収録した．収録文

献の中には，原典を直接入手・参照出来ず，

したがって充分な確認をせずに“孫引き”に

基づいて収録したものも多い．また，収録か

ら漏れている文献も少なくないと思われる．

これらの不備な点については，今後さらに補

充・整備していきたい．本目録が会員の皆様

の研究に役立てば幸いである．
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